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4）フェロー表彰受賞候補者の件
酒本専務理事より説明があり，下記のフェロー表彰受賞者が決定した．

⽯垣　隆正 ⽒，神⾕　利夫 ⽒，⽊枝　暢夫 ⽒，⿊⽥　⼀幸 ⽒，櫻井 修 ⽒，
佐々 正 ⽒，島森 融 ⽒，鈴⽊　久男 ⽒，鈴⽊　義和 ⽒，武井　貴弘 ⽒，
多々⾒純⼀ ⽒，⾠⺒砂昌弘 ⽒，⽥中 功 ⽒，平尾喜代司 ⽒，藤原 巧 ⽒，
三浦　嘉也 ⽒，安盛　敦雄 ⽒，⼭下　仁⼤ ⽒，若井　史博 ⽒，

なお，フェロー表彰規程変更の経緯説明⽂については原案に対していくつ
か指摘があり，下記のように残すこととなった．

フェロー表彰は，2014 年 11 ⽉ 26 ⽇に制定されました．制定時の第４条第４項の条⽂
が上記のもので，これまで，その規程に則って運⽤されてきました．しかしながら，フェロー
候補者推薦の基準（規程第 3 条：フェロー候補者の推薦基準は，セラミックスに関する
学術・研究活動，産業技術の開発・育成，教育に関する活動及び本会の事業活動を通じて，
セラミックス分野の発展に貢献し，顕著な業績を挙げた者とする．）に合致するのに，
⻑年にわたって役員（理事）を努めて頂いているがために，その間フェロー候補に
なれないことが問題だとされるようになってきました．推薦時および理事会承認時に
在任中の役員に被推薦資格を与えていないのは，フェロー候補者を承認する理事会に
おいて，役員（理事）が恣意的に⾃⾝を選考することを排除するのが⽬的であります．
　実際には，推薦・承認過程として理事会の前に，フェローの推薦および選考委員会
の選考を受けており，役員が恣意的に⾃⾝を選考することはできないようになって
います．また，フェロー表彰選考委員会の意⾒としても，上記の問題が⼤きいこと，
当該役員が理事会での審議に参加しないように運⽤すれば，客観的な公平性が保たれ
ること，から，上記改訂案が⽀持されております．

5）特別功績賞 2019 年度推薦募集の件
酒本専務理事より前回平尾会⻑からご報告頂いた特別功績賞の協会内の

位置づけについての検討⽅法について提案があり，検討の結果，まずは経営
審議会で検討の上，必要であれば，新たに表彰制度検討委員会を招集する
こととなった．また，この検討に伴い，2019 年度の推薦募集は⾏わない
ことが確認された．

6）2019 年年会 優秀ポスター発表賞 選考委員の件 ( 修正および変更）
幸塚⾏事企画理事より，前回承認済みの優秀ポスター発表賞選考委員の

追加，変更，交代について説明があり，原案どおり承認された．
7）JCS-JAPAN 優秀論⽂賞・優秀総説賞 選考委員の件

打越論⽂誌編集理事より説明があり，JCS-JAPAN 優秀論⽂賞・
優秀総説賞選考員が原案どおり承認された．

8）論⽂誌編集委員会委員の件
打越論⽂誌編集理事より，論⽂誌編集委員会への 3 名の委員追加について

説明があり，原案通り承認された．
9）2019 年度予算作成⽅針の件

今井運営理事より，2019 年度の公益事業について予算作成⽅針（収⽀
⽬標値）について説明があり，公益事業収⽀▲ 3,142,534 となる予算作成
⽅針が承認された．

10）その他
① 2018 年度 ⽇本セラミックス⼤賞受賞候補者（案）

平尾会⻑（選考委員会委員⻑）より，理事会に先だって⾏われた⽇本
セラミックス⼤賞選考委員会の選考結果が報告され，⼀部選考委員会で
意⾒のあった事項を候補者に確認した上で下記 2 件の受賞を承認すること
となった．

「ゾル－ゲル法による機能性材料合成の体系化と応⽤展開」作花　済夫 ⽒
「⾃動⾞排ガス浄化⽤ハニカムセラミックスの開発と実⽤化」
倉知 寛 ⽒，松⽥　弘⼈ ⽒，川崎　真司 ⽒

② 2018 JCS-JAPAN 優秀論⽂賞・優秀総説賞受賞者
打越論⽂誌編集理事より説明があり，下記のとおり 2018 年 JCS-JAPAN

優秀論⽂賞・優秀総説賞が承認された．
■ Award of the Outstanding Papers Published in the Journal of the
Ceramic Society ofJapan in 2018（2018 年 JCS-JAPAN 優秀論⽂賞）
・Seed-free hydrothermal synthesis of all-silica deca-dodecasil 3R with
essential reagents
Kohei NAGATA, Kei FUJIOKA, Toshiisa KONISHI, Michiyo HONDA,
Masaki NAGAYA, Koichi KAJIHARA, Ryo TAKAHASHI, Hirohiko
KATO, Kiyoshi KANAMURA
・Effect of oxygen vacancies on intrinsic dielectric permittivity of strontium
titanate ceramics
Takuya HOSHINA, Ryuichi SASE, Junji NISHIYAMA, Hiroaki TAKEDA, 
Takaaki TSURUMI
・Measurement and modelling of electrical resistivity by four-terminal
method during flash sintering of 3YSZ
Michiyuki YOSHIDA, Simone FALCO, Richard I. TODD
・Influence of tetragonality on crystal orientation induced by a strong
magnetic field and on the piezoelectric properties of the (Bi0.5, Na0.5)1-

xBaxTiO3ceramic system
Satoshi TANAKA, Keisuke SANO, Tomohiro HARADA, Hiroyuki
SHIMIZU, Yutaka DOSHIDA

公益社団法人日本セラミックス協会
2018 年度 第 4 回理事会議事録

日　時　2019 年 1 ⽉ 23 ⽇（⽊）14：00 ～ 17：00
場　所 ⽇本セラミックス協会 3 階会議室
出席者（敬称略順不同）

平尾会⻑，中川，⽬，⼭本，鶴⾒，三浦 各副会⻑，酒本，加藤，忠永，
今井，宮⼭，⽥中，幸塚，打越，森分，⼩森，⻄村，樽⽥，⽇夏，⼩形，
中島，井須，井上，今中，須⼭，菅原
各理事 計 26 名　⼭﨑，⼩川，奥⼭ 各監事

（オブザーバ 計４名）奥野，安藤，⼭⼝，⽔野 各⽀部⻑・部会⻑
理事総数 30 名のところ，出席理事 26 名（監事 3 名）にて，理事の過半数
の出席があるため，定款第 37 条により本理事会は成⽴する．

議　事
前回理事会以降の進捗状況について
　酒本専務理事より下記 5 点の報告があった．
①前回の指摘に従い，フェロー表彰の規程変更に⾄った経緯を記した説明⽂

を残すため⽂案を第 4 号議案の際に提案する予定．
②特別功績賞については，経営審議会でその賞の趣旨や位置づけをより明確

にすることとなったので，その検討⽅法について本理事会で提案する予定．
③前回理事会で報告された⽀部⻑・部会⻑の選任から理事会承認，就任に⾄る

正しい⼿順の周知については，⼀部の⽀部からも運⽤について問い合わせ
があり，実情にあった規程改訂なども進められる予定．

④若⼿産業部会は，12 ⽉ 11 ⽇に本会議室において開催し，30 名の参加があり，
⼤変活発な質疑応答があった．幹事メンバーで次の企画を検討する予定．

⑤認証標準物質の国内向け販売の外部委託については，事務局での準備も整い
2019 年 1 ⽉ 7 ⽇から実施している．

［議　案］
1）2019 年度役員候補者推薦の件

＜理事・監事の件＞
役員候補者推薦委員会委員⻑の平尾会⻑より，2019 年度理事・監事の

候補者案について，役員候補者推薦委員会での審議結果が報告され，審議
の結果，原案のとおり 2018 年 6 ⽉ 7 ⽇の定時総会で諮られることが承認
された．なお，定時総会で承認された後，同⽇開催の理事会にて互選により
役職が決定する予定．
＜⽀部⻑・部会⻑の件＞
　酒本専務理事より，各⽀部・部会より連絡のあった 2019 年度⽀部⻑・
部会⻑候補者および⽀部監事，部会監事の候補者について説明があり，原案
のとおり承認された．なお⽣体関連材料部会部会⻑については，5 ⽉理事会
で報告の予定との補⾜説明があった．

2）2019 年度常勤理事報酬の件
平尾会⻑より説明があり，経理理事，総務理事の答申を受け，2019 年度

の常勤理事（専務理事）の報酬については，現在の 5 等級から 4 等級とする
ことが承認された．なお⼭﨑監事より今後の専務理事交代の際には後任理事
がそれまでの専務理事の報酬額を引き継ぐのではなく，その状況や能⼒に
合わせて再度検討の上，決定されるべきとのコメントがあった．

3）功労賞受賞候補者・名誉会員推戴者の件
選考委員⻑である平尾会⻑より選考結果の報告があり，下記のとおり

功労賞受賞者および定時総会への名誉会員推戴候補者が承認された．なお，
特別功績賞については，選考委員より特別功績賞の選考基準や協会内での
位置づけが不明確であるとの意⾒があり，本年度の選考は⾒送り，その位置
づけ等を再度検討の上，推薦募集を再開することが確認された．

＜功労賞（4 名）＞

⽒ 　名 ふりがな  所 　属
　⼩林　秀彦 　こばやし　ひでひこ 　埼⽟⼤学
　⼩林　雄⼀ 　こばやし　ゆういち 　愛知⼯業⼤学
　新⽥　恒治 　にった　つねはる 　パナソニック（株）
　服部　充⽣ 　はっとり　みつたか （株）LIXIL

＜名誉会員推戴候補者（3 名）＞

⽒ 　名  ふりがな  所 　属
　⼤⽥　陸夫 　おおた　りくお 　元・京都⼯芸繊維⼤学
　国分　可紀 　こくぶ　よしのり 　元・（社）⽇本セラミックス協会
　南　努 　みなみ　つとむ 　元・⼤阪府⽴⼤学
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三次元プロトン伝導パスを有する

高分子膜の開発
　燃料電池の発電効率の向上に向けて，高い
プロトン伝導性を示す高分⼦電解質膜の開発
が求められている．高速なプロトン伝導を実
現する上で，⽔分⼦の⽔素結合ネットワーク
中における O–H 結合の形成・切り離しによる
伝導機構（グロータス機構）が不可⽋である
ため，⽔分⼦を引き寄せるスルホン酸基を如
何に高分⼦膜中に配列するかが鍵となる．
　ジャイロイド極⼩界面は，三次元に無限に
連続した⽴⽅周期曲面であり，幾何学的に非
常に興味深い構造を有している．東京農⼯⼤
学の⼀川尚広准教授らの研究グループ（⼤学
院⽣の⼩林 翼）およびシェフィールド⼤学
の Xiang-bing Zeng は，スルホン酸基をジャ
イロイド極⼩界面に沿って配列することがで
きれば理想的なプロトン伝導パスの設計に繋
がるのではないかと着想した．双性イオン

（Zwitterion）骨格を頭部として有する独⾃
の両親媒性分⼦を設計したところ，これらの

分⼦は⾃己組織的に格⼦⻑が約 9 nm のジャ
イロイド構造を形成することを⾒いだした．
この状態のサンプルに光照射して分⼦同士を

重合していくと，ジャイロイド構造を保った
まま高分⼦膜化することができた．この膜に
適切量の⽔を染み込ませると，ジャイロイド
極⼩界面上のスルホン酸基に沿って⽔分⼦が
取り込まれ，厚みが 1 nm よりも薄いが三次元
に無限に広がる⽔分⼦のシート（三次元アク
アシート）を形成した．イオン伝導特性を調
べたところ，この膜は極めて高速なプロトン
伝導度（約 10–1 S cm–1）を示した．
　⼀般的なプロトン伝導性高分⼦膜中におけ
るスルホン酸基の配列と比較して，本研究の
高分⼦膜中のスルホン酸基の配列は極めて精
緻であるため，非常に少量の⽔の添加によっ
て⻑距離的に連続した⽔分⼦の⽔素結合ネッ
トワークを創ることができた．このような，
高分⼦膜中の構成分⼦の配列を制御する材料
設計は，有機物質のポテンシャルを最⼤限に
引き出す最新の分⼦技術として期待できる．

（東京農⼯⼤学⼤学院⼯学府　⽣命⼯学専攻 
特任准教授 ⼀川尚広・博士後期課程 2 年 ⼩林 翼　
連絡先　〒 184-0012 東京都⼩⾦井市中町 2-24-
16, E-mail: t-ichi@cc.tuat.ac.jp）
URL　http://web.tuat.ac.jp/~ichikawa/

［2019 年 7 ⽉ 16 ⽇ ]




